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■

青
葉
若
葉
が
日
に
映
る
、
清
々
し
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
あ
お
い
会
会
員

・］
哺
養
量
一れ
一
一・・・・や
「
づ
鶴
Ⅷ
ｔ
ｔ
で

●
今
キ
も
２

‐‐９
１
名
の
ず
‐‐明
る
く
元
気

・な
卒‐
業
生
を
お
迎
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
．し
た
■
お
住
曝
が
ふ
た

，
大
変
心
強

一く
‐
‐
思
ち
て
一‐お
り
ま
す
。　
一
一
．

一
■
４
渡
■
一本
．一
一証
ｉ
９。
肝
年―
記
念
一

同
窓
会
設
立
∞
一周
一年
記
念
の
年
で
あ
り

暮
勢
亥
鯰

さ
ま
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
方
の
い
ろ

一
‘
一
一
一

，
‘
一

，
一
ｔ

，
一一・一ま
た‐‐

事
業
上
達
０
母
骰
●
対
す
る
愛
情
も
加

わ
り
い
在
校
生
達
の
心
に
残
る
、
忘
れ

ら
一れ
な
い
■
＝
ど
な

っ
た
こ
と
で
し
よ

あ
お
い
会
会
長
　
加
藤
　
正
子

八
菱
沼
）

・　
　
・　
・　
・　
　
　
・　
巴^
鉾
一
芸‐‐）

ヽ，
。
　
一　
　
一

こ
の
記
念
の
年
、
同
窓
会‐
で
は
新
旧

校
歌
の
永
久
保
存
を
目
的
に
、
い
つ
で

も
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
と
Ｃ
Ｄ
を
作

つ
‐‐ま
ｔ
た
ず
Ｃ
Ｄ
に
は
主
に
卒
業
生
有

志
の
皆
さ
ん
を
中
心
と
し
た
生
き
生
き

し
た
歌
声
が
収
録
さ‐れ
、
■
夫‐
ざ
れ
た

素
撤
な
構
成
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

一
ま
た
、
校
歌
碑
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ず

っ
し
り
‐
し
た
稲
田
石
に
、
本
校
の
石

・倒鳩ユ“輸勲高‐‐る生‐‐‐ょ̈
動‐ら‐‐美̈
臓̈済

せ
る
品
の
良
い
素
晴
ら
し
い
記
念
碑
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
ひ
と
つ
誇

れ‐
‐ヶ

ｉ
れ
が
」
を
一
一
一

，
ｏ　
　
一．
一

い
ま
、
学
校
で
は
新
入
生
を
迎
え
、

学
習
や
運
動
に
、
部
活
動
に
と
、
落
ち

着
い
た
時
期
に
入
０
で
お
一る
●
ど
で

日
頃
よ
り
、
あ
お
い
会
会
長
加
藤
正

子
様
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
は
、
本

校
の
教
育
振
興
の
た
め
に
、
格
別
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

中
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
１０
月
に
実
施
し
ま
し
た

創
立
９。
周
年
記
念
事
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
あ
お
い
会
様
か
ら
、
新
旧
の
校
歌

が
刻
ま
れ
た
校
歌
碑
並
び
に
全
校
生
徒

に
そ
の
録
音
Ｃ
Ｄ
、
生
徒
活
動
費
補
助

と
し
て
支
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
深
く
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
こ
の
９。
周
年
記
念
事
業
も

盛
会
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し

よ

つヽ

。

学
校
行
事
の
、
は
じ
け
る
よ
う
な
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
や
、
少
し
緊
張
し
て
の
ぞ

ん
だ
音
楽
祭
な
ど
な
ど
…
。

私
た
ち
同
窓
生
も
、
音
を
懐
か
し
ん

で
、
年

一
回
の

「あ
お
い
会
同
窓
会
」

に
集
ま
つ
て
ヽ
在
学
時
代
の
思
し、
■
に

華
を
咲
か
せ

，
新
・し
Ｌ
母
校
へ
の
期
待

之
欄
心
を
‐‐向
サ
了
‘
ｔ
ｔ
ｔ
‐力‐、一が
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
い
学
校
周
辺
が
素

晴
ち
一し
い
歴
・史
●
■
ド
に
変
化
．し
て
い

ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄

っ
て
み

ま
せ
ん
か
。　
．
一
．
　
●
一　
●
●
一
一

ご

あ

い

さ

つ

:む

学
校
長
　
森

逸層　　
　
一

こ
と
、
ま
た
、
全
職
員
及
び
生
徒
に
と

り
ま
し
て
は
、
改
め
て
本
校
の
歴
史
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
本
校
の
伝
統

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
事
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
も
本
校
、
入
学
式
に

お
い
て
普
通
科
２
４
０
名

（内
男
子
２

名
）
、
家
政
科
４０
名
、
一首
楽
科
２８
名

（内

男
子
４
名
）
を
新
入
生
と
し
て
迎
え
、

総
勢
９
０
８
名
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
こ
こ
数
年
、
懸

案
で
あ

っ
た
音
楽
科
の
生
徒
数
確
保
に

つ
き
ま
し
て
は
、

３。
名
の
定
員
に
近
い

人
数
と
な
り
、
今
後
の
明
る
い
材
料
と

な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
校
の
中
期
目
標
と
し
て
、

「進
路
希
望
が
実
現
で
き
る
学
力
を
身

に
付
け
る
」
、
「有
用
な
社
会
人
ど
し
て

の
自
己
実
現
を
見
据
え
た
．進
路
目
標
を

設
定
す
る
」
、
「水
戸
三
高
生
ら
し
さ
を

自
主
的

・
協
働
的
に
継
承

。
発
展
さ
せ

る
」
、
「学
校
行
事
や
部
活
動
等
を
と
お

し
て
健
や
か
な
心
身
と
生
き
る
力
を
培

２ヽ

、
「自
ら
が
生
活
圏
と
す
る
地
域
に
、

積
極
的
に
貢
献
す
る
」
の
５
つ
を
掲
げ

ま
し
た
。

在
校
生
は
、
７
割
以
上
が
国
公
立
大

学
や
私
立
大
学
等
を
希
望
す
る

一
方
、

運
動
部
や
文
化
部
の
活
動
も
活
発
で
、

不
断
の
努
力
の
積
み
重
ね
、
関
東
大
会

や
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
「学
び
」
「創
り
」
「奏

で
る
」
の
三
科
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生

か
し
、
叶
え
た
い
夢
の
実
現
や
２‐
世
紀

を
担
う
優
秀
な
人
材
の
育
成
に
、生
徒
・

教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
「オ
ー
ル
三
高
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
度
を
創
立
１
０
０
年
に
向
け
た

第
１
歩
と
位
置
づ
け
、
文
武
両
道
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
学
習
、
学
校
行
事
、
部

活
動
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
あ
お
い
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念

中
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

田:拶

校 1歌 1碑
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駐
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一歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
１
曲
目
は
当

鯰

鯰で
対
応
し
一て
い
た

だ
０
一年
と
た
笙
お‐‐‐‐

一■
■

一Ｆ
一́
一
＾
‐る‐‐‐‐‐‐‐

〔ゆ準噸綺“【

を
出
迎
え
て
く
れ

一ま
し
た
。

ぶI:=魏■
=冨

キ
辱性学縫

番
幹
事

の

レ
ク
チ

ャ
ー

で

「見
上

げ

て

ご
ら
ん
夜

の
星
を
」
を
手
話
を
交
え
な

が
ら
歌

い

‐‐ま
し
た
ず

‐‐２
由

日
は

「学
生

一一
ｔ

，
な
が

，
一一一
一言
一‐香‐を
・‐思一
・一
し

“３
一一一型
一ボ一３
４峙

会‐‐
易
に
た―‐‐
●
ざ
″
一の―‐‐
一た
●
在
″
一
あ‐‐‐ふ‐‐‐

れ
ま
し
た
一
．一
一
一
一
一
一
一一
一
・
一
．

・
最
後
に
恒
俳
一
一‐あ‐―

‐る‐‐‐
一水
戸
市
立
高
等

■
学
校
ど
た
戸
第―
三
計
筆
一学
梃
二
つ‐
０

■
一一一
一７
一Ｉ
一ヽ
一〓ｔ一一世砒
■
ｉ

一賊
攪
摯
吾
わ一一つ可
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欝菫1会
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蝙繹顆餃霧褥骰0は靱軋
会場 ホテルレイクピュー水戸 (6用 霧2日 、日)

森1田浩■■学校長

開校当時の貴重な写真の数々

乾杯の音頭■益子治■先生

来貴■矢須きみ子■先生

余興の歌
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思

い
出
と
今
と

笹
木
　
克
之

（数
学
）

昭
和
３２
年
４
月
、
水
戸
三
高
に
転
任

し
て
き
ま
し
た
。
茨
城
大
学
を
卒
業
し

て
す
ぐ
笠
間
高
校
に
赴
任
し
、
そ
こ
で

３
年
勤
め
た
後
の
こ
と
で
す
。

担
当
教
科
は
数
学
で
す
が
、
英
語
の

先
生
が
病
欠
さ
れ
た
と
き
、
英
語
の
授

業
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
は
テ
ニ
ス
で
、
生
徒
は
毎
日

放
課
後
お
そ
く
ま
で
熱
心
に
練
習
を
し

ま
し
た
。
石
岡
三
高
、
大
子
高
校
な
ど

で
他
の
高
校
と
試
合
を
し
ま
し
た
。

関
東
大
会
で
群
馬
県
の
高
崎
ま
で
遠

征
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ

（青
少
年
赤
十
字
）
の

顧
問
も
し
て
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
目

的
は
青
少
年
の
健
康
、
奉
仕
、
親
善
で

赤
い
羽
根
募
金
や
施
設
の
慰
間
な
ど
の

奉
仕
活
動
を
し
た
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

）

セ
ン
タ
ー
で
討
論
会
や
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ

ン
プ
な
ど
を
し
ま
し
た
。

団
議
長
が
優
秀
で
団
員
も
力
を
合
わ

せ
て
活
躍
し
た
の
で
、
三
一局
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ

は
日
赤
の
茨
城
県
支
部
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

×
　
　
　
　
　
　
　
×

三
高
へ
来
た
次
の
年
に
、
わ
た
し
は

芸
能
科
新
入
生
の
ク
ラ
ス
担
任
に
な
り

ま
し
た
。
芸
能
科
は
あ
と
で
音
楽
科
と

改
称
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
人
数
は
２９
人
な
の
で
す
ぐ

に
名
前
や
住
所
が
覚
え
ら
れ
、
生
徒
が

親
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
朝
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
、
そ
の
日
と
出
席

番
号
が
同
じ
生
徒
に

一
言
の
コ
メ
ン
ト

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
皆

大
勢
の
前
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
方
弘
先
生
、
吉
水
利
子
先
生
、
秋

山
千
賀
子
先
生
の
厳
し
く
も
温
か
い
指

導
の
も
と
、
ピ
ア
ノ
や
声
楽
を
し
っ
か

り
勉
強
し
ま
し
た
。
昭
和
３５
年
６
月
１２

日
の
わ
た
し
の
日
記
に
は

「茨
城
会
館

で
行
わ
れ
た
合
唱
祭
で
三
高
の
音
楽
科

の
合
唱
が
他
の
高
校
よ
り
優
れ
て
い
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

卒
業
後
に
ピ
ア
ノ
や
声
楽
を
教
え
て

い
る
生
徒
も
何
人
か
お
り
、
今
年
も
ま

だ
現
役
の
人
が
い
ま
す
。

吉
水
先
生
に
は
、
わ
た
し
も
ピ
ア
ノ

を
習
い
ま
し
た
が
、
生
徒
に
は
か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

習
う
と
い
え
ば
、
美
術
担
当
の
朝
倉

達
男
先
生
に
は
石
膏
の
デ
ッ
サ
ン
を
、

体
育
担
当
の
川
崎
安
之
先
生
に
は
弓
道

を
習
い
ま
し
た
。
あ
る
元
旦
の
早
朝
、

矢
が
的
に
ピ
シ
ッ
と
当
た

っ
て
気
分
爽

快
に
な

っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

学
校
以
外
で
は
、
わ
た
し
は
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
水
戸
２
隊
の
隊
長
を
し
て
い

ま
し
た
。
三
高
に
来
た
年
の
夏
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
創
立
５０
周
年
記
念
大
会
が

イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
の
で

夏
休
み
を
利
用
し
て
そ
の
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

当
時
は
プ

ロ
ペ
ラ
機
だ

っ
た
の
で
、

給
油
の
た
め
い
く
つ
も
の
国
に
寄
り
ま

し
た
。
こ
と
ば
の
通
じ
な
い
旅
を
し
て

ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
ら
、
本
屋
の
看
板

に
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
と
書

い
て
あ

っ
た
の

で
、
こ
こ
で
は
英
語
が
通
じ
る
ん
だ
と

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
日
本
か
ら
は
２２
人
行
き

ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
千
人
以

上
、
全
体
で
３
万
５
千
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

大
会
に
ご
臨
席
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

の
若
い
姿
も
拝
見
し
ま
し
た
。

）

×
　
　
　
　
　
　
　
×

数
学
の
授
業
で
問
題
集
を
使

っ
て
い

る
う
ち
、
わ
た
し
も
問
題
集
を
作
り
た

く
な

っ
て
、
５
年
間
お
世
話
に
な

っ
た

水
戸
三
高
を
辞
し
、
東
京
の
学
習
図
書

出
版
社
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
独
立

し
て
編
集
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
し

ま
し
た
。
各
出
版
社
の
原
稿
の
校
閲
や

校
正
、
数
学
の
問
題
集
の
執
筆
な
ど
を

し
ま
し
た
。

小
学
生
用
の
原
稿
を
頼
ま
れ
た
と
き

「あ
る
組
の
女
生
徒
の
人
数
は
男
生
徒

の
人
数
よ
り
１
人
多
い
。
こ
の
組
全
体

の
人
数
は
偶
数
で
す
が
奇
数
で
す
か
」

と
書
い
た
ら
、
こ
ん
な
解
け
な
い
問
題

を
作
る
な
、
と
し
か
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
は
解
け
る
の
で
す
。

答
え
は
奇
数
で
す
。

仕
事
は
年
々
増
え
て
き
て
、
土
曜
、

日
曜
も
体
め
な
い
ほ
ど
忙
し
い
日
が
続

き
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
３。
年
が
た
ち
、

古
希
も
過
ぎ
た
の
で
、
編
集
の
仕
事
か

ら
手
を
引
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
家
事

一
切
を
仕
切

っ
て
く

れ
た
妻
は
、
今
か
ら
８
年
前
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。
気
立
て
の
優
し
い
話
好
き

の
妻
で
し
た
。

今
わ
た
し
は
８５
歳
で
す
。
読
み
残
し

た
本
が
山
ほ
ど
あ
る
の
で
、
生
き
て
い

る
う
ち
に

一
冊
で
も
多
く
読
も
う
と
、

自
宅
や
図
書
館
で
読
書
に
専
念
し
て
い

ま
す
。
辞
書
を
片
手
に
英
語
の
本
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
近
所
の
石
神
井
公
園
の
池

の
ほ
と
り
を
散
歩
し
な
が
ら
三
高
時
代

の
思
い
出
に
ふ
け
っ
て
い
ま
す
。
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.◇◆りだ
=や

ぐ0(ぐズゆ=)嗜玲ぐ0・04К)◆+4*)|ン 34=0=↓ (イ)◇◆◇◆0=0=〕 (■)ヽ0メ

=04■
)0■0◇◆ぐ■),ぐ=0ス3■0ス)寺 )ヽ0ま)OX》寺や(■■0=3■t<)0■〕4■>トトンシ00く卜3●44・)+3■卜争̀

ン
ト》◆

(4)

倉」立 90周年、同窓会 60周年に合わせて歌碑をつ

くり校庭に設置しました。市立高等女学校校歌と県立 曇菫
水戸三高の校歌を合わせて彫られています。伝統文化 彗

8曇]Ё ttIを,F翼盪麿聖尻鵞班墨TET讐螺尺栃 忙
愛着を―層深める記念碑となることを祈念します。除幕式は 10月 25日 に行

われました。テン トを張つて小雨の中、在校生が新 1日 の校歌を碑の前で歌っ

て下さり、学校長から感謝と御ネしのお言葉をいただきました。

創立 90周年記念

同窓会あおい会 会員名簿

| 12013年 5月 30日発行

|‐   出版 kk サラ ト

416ページ

新旧の校歌を後世に残そう

3年前からの懸案だつた校歌の CD作成の件が平成 15

年 12月、常任幹事会で審議され、90周年記念事業の一

つとすることが決定 しま した。ち ようど同窓会の発足 60
1周年でもあり、1日 市立高等女学校の校歌も後世に残そうと、

早速実行委員会が設置されました。委員には常任幹事の中か

ら音楽科出身の加藤正子、宮田満里子、吉成隆■、軍司史代の4名が選出されました。IF科

や部に関係なく、皆で校歌を歌おう」の呼びかけに応じて集まうてくれた卒業生百志の含

0昌団員は |、 昭不]28年の卒業生から、平成 17年の卒業生まで、約 50人が集まつて下さり 、

親睦を深めながら、充実した練習ができ、実行委員を喜ばせてくれました。

校歌の練習会は水戸市内のサンアビリティーズ音楽室を利用、 1月から3月末まで0回●短期Fo0

|で集中|した練習を重ねました。
|1最後の総

`=上

げ練1芦||1録芦は、久々 がりの母校音楽

|の甲の1塚芦||、 東京|の専門半煮を体頼し、1音楽室に機
ることが出来ました1■|            |
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◇+くふ ,Cヽス|・3ヽウイtイトゝ シ

"<4・
3444・)◇◆(X)く0=)0)●・ 3(Xウス幹)+◇0今争゙ +や◆(`〕く)◇0(ヽ 0■3・)ぐ■)C・0ぐ =0■卜|く卜‡■tヽ0■lК〕く0ヾ↑べ|(■)幸0・)+●+CXO=)+Cぐ二)+◆+4ヽ14・

'`

平成 28年 10月 28日 水戸三高倉」立 90周年記念式典が

本校の体膏館で盛大に執り行われました。県教育長・水戸市

長をはじめ、多数の来賓の方々のこplj席があり、金校生徒約

1,000人の参カロ者および教職員は、伝統の誇りと重みをかみ

しめる 1日となりました。あおい会からも会長・冨」会長・常

任幹事が列席し、喜びを共にしました。

.__.雫雫キ早雫弄|■賛彗箕野|..‐ ..1111:二

『夢は見るものではなく、かなえるもの」 ―澤 穂希さんがエールー

式典 に続 いて記念講演があ りま した。元サ ツカー女

子 日本代表 「なで しこジヤバ ン」の澤穂希さんがこ

自身の体験をもとに、高校生に向けで何が大切な

のかを話してくれました。

請演の後、生徒から次々と飛び出す質問に、

「かえつて元気をもらつた」と笑顔をみせ

ていました。

一熱
軒
念

舞
寵

璃
年

籠
彗

鶉

鱚

:11・ 普   小林 佳美 (旧姓 石川)
~90周

年に校歌の CDを作ろう」と誘っ

功8できる喜びと重責も感じました。練習

では、様々な年代め卒業生と共に歌うことができ、校歌で繋がる絆に、えも言われぬ

嬉しさの中|、 楽しく参力0することができました。また、1市立高等女学校時代の校歌にも

挑戦することができ:歌詞の意味等を勉強しぼがら取り組めたこと嬉しく思います。日々

１

‥

鯖

の忙しさの中、何度も歌つた懐かしい旋律と歌詞は、当時の気持ちや想い出をたくさん思

tヽ出させてくれました。CDの完成、おめてとうございます。C D311作 にお誘いいたださヽ

ありがとう|こざいました。

CD制作に参加して

‐
■  校象ム葎≧|ょ 桂挙中に集会などで漬奏しをし提ので、楽毛葛妥ム言菫|は更喜1鯨成 五じ

.ま し

～

。1参力0者 |ま 1存1人 に力oえてくSNSも 活用 して呼びかけ、部活や音楽科の先輩とも再会することができ

こ邊瀾勲雌趙

盗鮮:僧蕪翼襲ii言恣
・ | |‐ ||‐ ‐ |||||||||||||‐ |||‐ |
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今
後
に
活
か
そ
う
●

一
楽
一■
一
一懐
‐‐‐‐かも
さ
●
憾
‐‐激を
一

●

■

力

許

平
成
２８
年
６
月
水
戸
エ
ク
セ
ル
に
あ

る
中
国
料
理
店
で
還
暦
後
８
回
目
の
ク

ラ
ス
会
を
開
催
。

今
回
は
、
幹
事
の
計
ら
い
で
、
卒
業

後
初
め
て
、
東
京
よ
り
担
任
の
先
生
を

お
呼
び
し
て
で
す
。
皆
楽
し
み
に
胸
を

わ
く
わ
く
さ
せ
、

５５
年
ぶ
り
を

待
ち
わ
び
ま
し
た
。

私
達
は
、
昭
和
３３
年
芸
能
科

入
学
３６
年
音
楽
科
卒
業
の
７４
歳

で
す
。
科
の
名
称
が
変
更
さ
れ
、

第
１
回
卒
業
で
す
。

３
年
間
の
担
任
は
、
数
学
担

当
の
笹
木
克
之
先
生
で
す
。
私

達
が
巣
立

っ
た
後
、
１
年
間
三

高
に
在
職
さ
れ
、
東
京
の
出
版

会
社
に
転
職
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
８５
歳
。
背
の
高
い
先

生
、
体
型
な
ど
お
変
わ
り
な
く
、

健
康
で
ス
テ
キ
に
年
を
重
ね
て

い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
２
月

頃
よ
り
体
調
に
気
づ
か
わ
れ
、

楽
し
み
に
待

っ
て
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
始
め
よ
う
と
し
た
所
、

私
達
の
入
学
時
の
写
真
を
ご
用
意
く
だ

さ
り
、
一
人

一
人
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「高
校
時
代
は
こ
う
だ

っ
た
け
ど
、
こ

う
だ
ね
」
と
高
校
時
代
の
特
徴
も
記
憶

さ
れ
、
心
の
内
ま
で
見
透
か
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
自
ら
座
席
を
移
動
さ
れ
、

誰
に
も
言
葉
か
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

逝
去
さ
れ
た
２
名
の
友
に
も
触
れ
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
先
生
の
種
々
の

心
遣
い
に
感
激
し
、
自
分
の
名
前
を
言

い
忘
れ
た
友
も
い
ま
し
た
。

だ
ポ
蒙

初
参
加
の
友
に
皆
か
ら
温
か
い
拍
手
。

再
開
の
き

っ
か
け
は
、
６
年
前
、
手

に
し
た
当
番
幹
事
の
葉
書
で
し
た
。
い

つ
も
で
す
と
、
即
却
下

（す
み
ま
せ
ん
）

し
か
し
、
こ
の
時
は
何
か
が
私
の
背
中

を
押
し
た
…
よ
う
な
。
即
に
欠
席
届
け

を
提
出
し
た
友
人
を
無
理
や
り
誘
い
、

三
高
の
間
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

４０
年
振
り
の
母
校
は
懐
か
し
く
眩
し

か
っ
た
で
す
。
く
ぐ

っ
た
門
の
先
に
は

可
愛
い
セ
ー
ラ
ー
服
の
女
子
高
生
。

和
や
か
な
会
議
を
終
え
、
当
番
幹
事

と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
〃
あ
お

い
会
〃

へ
の
参
加
を
お
誘
い
し
ま
す
と
、
な
ん

と
当
日
は
ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む

人
数
が
揃
い
ま
し
た
。
感
激
で
し
た
―

そ
こ
で
飛
び
出
し
た
声

「ね
え
、
ク

ラ
ス
会
は
？
」
そ
の
後
、
二
の
足
を
踏

む
旧
幹
事
を
説
き
伏
せ
、
ク
ラ
ス
会
再

開
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
名
簿
作
り

に
電
話
連
絡
等
奔
走
す
る
友
。

そ
の
甲
斐
あ
り
、
参
加
者
に
巾
が
広

が
り
、
ク
ラ
ス
会
の
合
間
に
筑
波
山
登

り
企
画
や
フ
ア
イ
バ
ー
ア
ー
ト
作
家
と

し
て
活
躍
す
る
友
の
個
展
へ
、
自
然
と

集
合
す
る
仲
間
達
。

こ
こ
ま
で
の
人
生
様
々
経
て
の
ク
ラ

ス
会
再
開
で
す
。
親
ご
さ
ん
を
見
送
り

改
め
て
我
が
人
生
に
前
進
す
る
友
、
第

一
線
を
退
き
地
域
活
動

・
ボ
ラ
ン
テ
イ

）

「
こ
ん
に
ち
は
―
」

「お
元
気
で
し

た

ァ
？
」
「お
久
し
ぶ
リ
ー
こ

と
、
賑

や
か
な
声
が
、
お
寿
司
や
さ
ん
の
駐
車

場
に
響
き
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
で
次
々
と
乗
り

つ
け
る

友
、
迎
え
る
友
、
遠
方
か
ら
の
友
を
駅

か
ら
乗
せ
て
く
る
友
、
実
家
に
寄
り
な

が
ら
参
加
の
友
。

ク
ラ
ス
会
再
開
か
ら
６
年
、
エハ
度
目
。

お
な
じ
み
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
今
回

そ
の
写
真
の
お
陰
で
、
転
校
し
た
友

が
い
た
こ
と
、
ピ
ア
ノ
が
な
い
人
が
多

く
早
朝
か
ら
登
校
し
練
習
し
た
こ
と
、

３６
日
学
校

へ
通

っ
た
感
じ
だ

っ
た
こ

と
、
キ
ヤ
ン
プ
に
行

っ
た
こ
と
等
々
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
先
生
の
生
活
の
様
子
な
ど
も

伺
い
、話
に
満
開
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

お
帰
り
の
時

「今
ま
で
で

一
番
楽
し

か
っ
た
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
写
真
は
大
き
め
に
し
て
お
送

り
致
し
ま
し
た
。
先
生
い
わ
く

「自
分

が
老
け
て
と
れ
て
い
る
」
先
生
―
私
達

の
方
が
ず

っ
と
老
け
て
ま
す
。

先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
に
励
む
友
、
ご
主
人
と
食
事

・
旅
行

を
楽
し
む
友
、
お
ば
あ
ち
や
ん
と
し
て

家
族
を
見
守
る
友
、
苦
境
乗
り
越
え
実

業
家
と
し
て
出
発
し
た
友
、
山
登
り
に

挑
戦
す
る
友
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
仕
事

を
頑
張
る
友
、
健
康
を
追
及
す
る
友
。

食
事
を
し
な
が
ら
近
況
報
告
に
耳
を
傾

け
、
頷
い
た
り
温
か
な
視
線
を
送
る
仲

間
達
。
今
年
も
素
敵
な
ク
ラ
ス
会
が
始

ま
り
、
そ
し
て
ま
た
来
年
ね
ｉ
。

い
つ
ま
で
も
気
軽
に
飾
り
気
な
く
参

加
出
来
る
ク
ラ
ス
会
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
こ
の
ク
ラ
ス
会
の

在
り
方
は
担
任

の
後
藤
彰
彦
先
生

の

モ
ッ
ト
ー
で
あ

っ
た
よ
う
な
気
が
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
集
ま
れ

る
こ
と
を
願
い
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

筆者は前,1左 端
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作
品
制
作

け
で
は
飽
き
た
ら
な
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
あ
え
て
、
こ
の
お
仕
事
で
培

っ
た

技
術
に
こ
だ
わ
り
、
自
己
表
現
を
し
た

く
な
り
ま
し
た
。

お
も
い
き

っ
て
、
新
制
作
展
ス
ペ
ー

ス
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
公
募
展
に
応
募
致

・●
■
〓
一●
〓●
■
一
一
●
一■
一
●

し
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
以
後
１５
回
入
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
新
作
家
賞
２
回
の
あ
と
、

今
年
１５
年
目
で
、
会
員
推
挙
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
に
は
、
長
年
の
お
仕
事
で
取
得
し

た
ミ
シ
ン
ス
テ
ツ
チ
等
の
技
術
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

あ
え
て
、
こ
の
事
に
拘
り
、
オ
リ
ジ

今
に
繋
が
る
三
高
で
の
時
間

■
●
一一一一一■
静
■
■
一

量

Ｉ

撃

４

８

高
校
の
合
格
発
表
の
日
を
今
で
も
鮮

明
に
思
い
出
せ
る
程
、
水
戸
第
三
高
等

学
校

へ
の
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
母
の

母
校
で
も
あ
り
、
隣
の
水
戸

一
高
に
は

当
時
兄
が
通

っ
て
お
り
、
中
学
生
の
頃

か
ら
入
学
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。

念
願
叶

っ
て
ロ
マ
ン
ス
坂
を
登
り
毎

０

一

●

２

日
通
う
時
間
の
中
に
沢
山
の
出
逢
い
が

あ
り
、
「人
」
に
恵
ま
れ
た
楽
し
く
穏

や
か
な
思
い
出
が
甦
り
ま
す
。
三
高
で

の
３
年
間
に
現
在
の
人
間
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
大
変
濃
い
時
間
で
し

た
。部

活
動
は
ダ
ン
ス
部
に
人
部
し
、
大

和
田
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
心
身
共
に

柔
軟
に
育
成
し
て
頂
き
、
３
年
生
で
は

部
長
も
経
験
し
仲
間
と

一
つ
の
事
を
や

り
遂
げ
る
達
成
感
や
表
現
す
る
事
の
喜

び
は
感
じ
ら
れ
た
現
在
の
仕
事
に
大
き

く
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
、
東
京
で
の
学
生
生
活

を
経
て
都
内
で
大
学
病
院
の
秘
書
課
に

就
職
し
ま
し
た
が
、
精
神
的
に
悩
み
家

族
や
友
人
に
相
談
す
る
事
が
多
い
時
代

で
し
た
。
と
う
と
う
、
社
会
人

一
年
目

で
メ
ニ
エ
ー
ル
症
候
群
に
な
り
家
族
に

心
配
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
を

経
て
茨
城
に
戻
り
２６
歳
で
結
婚
、
そ

の
後
出
産
し
幸
せ
な
日
々
を
送
り
ま
す

が
、
元
々
活
発
な
タ
イ
プ
の
私
は
、
「何
」

か
し
た
い
。
が
こ
の
頃
の
口
癖
で
し
た

子
育
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
サ
ー
ク
ル

活
動
に
も
参
加
す
る
時
間
の
中
、
あ
る

事
が
き

っ
か
け
で
週

一
回
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
に
通
う
事
に
し
ま
し
た
。

実
は
、
こ
の
機
会
が
今
後
の
大
き
な
変

化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
ス

ス
タ
ー
ル
卒
業
後
に
Ｆ
Ｍ
ば
る
る
ん
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
、
「な
お
り
ん
」
の
愛
称
で

‐５
年
間
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
多
く
の
経
験

が
出
来
ま
し
た
。

１５
年
の
間
に
、
披
露

宴
司
会
は
１
２
０
０
組
を
超
え
、
他
に

も
タ
レ
ン
ト
の
梨
花
さ
ん
や
歌
手
の
イ

ル
カ
さ
ん
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
経
験
や

沢
山
の
著
名
人
と
会
う
機
会
に
も
恵
ま

れ
ま
し
た
。

伝
え
る
仕
事
と
１０
年
並
行
し
て
続
け

て
来
た
研
修
事
業
や
心
理
学
の
学
び
を

活
か
し
４
年
前
に
①
ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
ブ

レ
ン
デ
イ
を
創
業
。
現
在
、
春
は
東
京

都
庁
を
は
じ
め
地
元
中
小
企
業
の
新
人

研
修
、
大
手
百
貨
店
の
覆
面
調
査
、
人

事
ヨ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
三
高
時
代
の
仲
間
に
は
現
在

も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
に

活
動
し
て
感
じ
ら
れ
た
表
現
力
と
社
会

人
と
し
て
悩
み
越
え
て
来
た
陽
転
思
考

を
今
後
の
本
来
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

私
は
、
子
育

て
の
傍
ら
、

３５

年
間
、
主
に
ド

レ
ス
等
の
縫
製

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ウ

エ
デ
イ
ン
グ
ド
レ
ス
、
パ
ー
テ
イ

ド
レ
ス
等
の
、
華
や
か
な
ド
レ
ス
縫
製

は
出
来
上
が
っ
た
時
の
喜
び
は
、
素
晴

ら
し
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
苦
労
の
多
い
、
難
し
い
ド

レ
ス
ほ
ど
、
そ
の
感
激
は
、
ひ
と
し
お

で
す
。
そ
の
間
は
、
風
の
様
に
過
ぎ
た

月
日
だ

っ
た
気
が
い
た
し
ま
す
。

‐５
年
前
、

５。
歳
を
迎
え
た
時
、
他

人
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
を
、
縫
う
だ

又

電
酵

は
力
な
り
、

作
を
続
け
て

ナ
ル
作
品
の
制
作
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

あ
と
、
何
年
、
制
作

１
で
き
る
か
解
り
ま
せ
ん

が
、
心
を
、
ワ
ク
ワ
ク

心‐
浮
き
立
た
せ
、
制
作
し

て
い
き
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
ｃ

そ
し
て
、
常
に
継
続

と
心
に
言
い
聞
か
せ
、
制

い
く

つ
も
り
で
す
。

1二錮

「希 望 」

「母から子へ 」

「思 い 」

-7-



発行日2017年 (平成29年)6月 1日 水戸三高同窓会あおい会だより 第21号 (8)

●
今
年
度
は
茨
城
大
学
に
お
い
て
大

一
・一
一一・
一一

一

一一

一

一・

一
一一一
・　

一
・

・

・
一

・一　

・
　

　

　

　

　

　

　

一

き
な
学
科
改
編
が
あ
り
ま
し
た
。
理

系
の
学
部
の
定
員
は
増
え
ま
し
た
が
、

文
栞
・教
育
学
部
系
の
定
員
が
減
る

一一
‐‐‐ど‐●
―‐本較
‐―生■
一一
ち
ｔ
・ｔ
排
常
ｔ

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

４
一――‐徒ｉ
ち
は
■
く
礎
‐闘ｔ
て
く
‐れ‐‐‐ま

し
た
。
茨
城
大
学
合
格
者
は
推
薦
を

，
，

２
一７
一
今
年
一
一Ｅ
‐カロ‐合
格‐者
伊

２
名
で
ま
ｔ
た
。
国
公
立
大
は
県
立

医
療
大
、
福
島
大
、
宇
都
宮
大
、
埼

玉
．県
立
大
ど
関‐東
近
県
の
大
学
に
合

格
者
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
私
立

大
学
に
お
い
て
も
、
青
山
学
院
大
、

立
教
大
（
法
政
大
な
ど
の
難
関
大
学

に
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
へ
の
進
学
者
は
、
ほ
之

″
ど

，
狂
児‐‐‐狂
育‐‐‐ス
一
計
ケ
■
一
汗

学
校
は
看
護

一
医
療
系
へ
の
進
学
希

望
者
が
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
ず
●
●
一

一
一
●
●
一●
●

一
一

就
職
に
つ
い
て
は
ヽ
公
務
員
は
市

役
所
職
員

‐‐―‐―
民
間
企
業
で
は
日
本
郵

破
一琳
‐‐‐‐‐‐‐式‐‐‐会一
一
イ
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐し一
“
一
ド
リ
一

常
陽
銀
行
の
採
用
が
―ぁ
る
な
ど
、
雇

・一一一
一
一

一
一

・
一

一
・

・
一
一
一

一一一
一
一

・

一
・
・
一・
．一・　

　

　

・
・

・
一
　

　

　

　

　

一

月
情
一勢
は
一個
復
基
調
に
あ
つ
ま
す
ず

一■
一■
■
．●
●
●
●
●

茨
城

●
茨
城
県
立
医
療

一
宇
都
宮

・

東‐‐束
彗
征
一
福‐‐島‐‐‐‐一
一
ゴ
な
議
た
学

校
仁
一●
●
●
●
●

・一
一

【私
立
四
大
】

青
山
学
院

・
立
教

・
津
田
塾

・
学
習

院

・
法
政

・
中
央

。
東
洋

・
専
修

・

獨
協

一
明
治
学
院

・
常
磐

・
茨
城
キ

リ
ス
ト
他

【短
大
】

國
學
院
大
學
栃
本

・
杉
野
服
飾

・
常

磐

。
日
本
歯
科
大
東
京

【専
門
学
校
】

桜
の
郷
看
護

¨
県
立

つ
く
ば
看
護

・

県
立
中
央
看
護

・
土
浦
協
同
病
院
看

護
他

【就
職
】

常
陽
銀
行

・
日
本
郵
便

・
ヤ
マ
ト
運

輸

・
大
洗
町
職
員

・
常
陸
大
宮
市
職

員
他

平

成

２９

年

３

月

　

ヴ
」
退

職

の
先

生

方

副

校

長

　

入

野

　

洋

一
先

生

（水

戸

農

業

高

へ
）

教

　

一訓
　

綿

引

　

一
夫

先

生

（水

戸

南

高

へ
）

″
　

　

石

川

　

一昌
重

先

生

（水

戸

三
高

へ
）

″
　

　

鴨

川

　

　

充

先

生

平

成

２９

年

３

月

　

デ
』
転

出

の
先

生

方

教

　

頭

　

金

田

　

郁

夫

先

生

（水

戸

一
高

へ
）

教

　

一副
　

根

本

雄

一
郎

先

生

（佐

和

高

へ
）

″
　

　

飯

島

　

幸

子
先

生

（笠

間

高

へ
）

″
　

　

宮

田
　

桜

子
先

生

（那

珂
湊

高

へ
）

″
　

　

久

野
真

紀

子
先

生

（取

手

三
高

へ
）

″
　

　

佐

藤

奈

津

子
先

生

（勝

田

工
業

高

へ
）

″
　

　

飛

田
　

智

子
先

生

（鉾

田

一
高

へ
）

″
　

　

大

内

　

祐

輔

先

生

（勝

田
高

へ
）

″
　

　

鈴

木

　

一
美

先

生

（東

海

高

へ
）

″
　

　

木

戸

　

明

良

先

生

（緑

岡
高

へ
）

″
　

　

椎

名

　

保

正
先

生

（緑

岡
高

へ
）

″
　

　

瀬

賀

　

友

宏

先

生

（大

子

清

流

高

へ
）

″
　

　

松

延

　

壮
わ
希

先

生

（水
一戸
桜
ノ
牧
常
喜
尺

）

副

主

査

　

益

子

　

正
市

先

生

（水

戸
農

業

高

へ
）

主

　

任

　

田
中

　

有

美

先

生

（水

戸

商

業

高

へ
）

昨
年
度
は
母
校
創
立
９。
周
年
、
同
窓
会

あ
お
い
会
設
立
６０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
本
紙
面
も

増
ペ
ー
ジ
し
、
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
快

く
ご
寄
稿
下
さ
っ
た
皆
様
に
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。
お
陰
様
で
皆
様
の
沢
山
の
声
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

稀
勢
の
里
、
ひ
よ
っ
こ
で
、
茨
城
が
広

が
り
、
タ
モ
リ
、
鶴
瓶
の
水
戸
訪
間
で
母

校
周
辺
に
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
た
平
成

２９
年
、
同
窓
会
も
ま
た
新
し
い
日
標
に
向

か
っ
て
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
と
は
編
集

者

一
同
の
願
い
で
す
。

編
集
委
員
　
宮
田
満
里
子

小
貫
早
苗

宮
田
桜
子

古
成
隆

一

諸
星
恭
子

深
澤
昌
美

会  費

平成 30年 7月 1日 (日 )

11:00～
11:30～ 12100
12:00～ 14:00
ホテル レイクビユー水戸

電言舌029 (224)2727
水戸市宮町 1-6-1

6;000円

クラス幹事から 「同窓会のお知らせJが届 く事になつて

います。

参加ご希望の方は、 6月 11日 (月 )ま でにクラス幹事

を通 してお申込み下さい。同窓会参加について詳 しく知 り

たい方は、事務局へ問い合わせるか、又は 「水戸三高ホー

ムページ」あおい会事務局専用 メールア ドレスをご覧下さ

い 。

※注意※ 参加申し込み後、都合で出席できなくなつた場
合は、必ず6月 22日 (金)ま でに事務局へご連絡下さい。
(連絡なく当日欠席の場合は会費をご送金いただくことに
なります。)

今回の同窓会運営、進行に当るクラス幹事は下記の学年
です。

昭和43年、48、 53、 58、 63、 平成 5年、 10、
15、 3月 の卒業生です。

水戸三高同窓会あおい会事務局
丁EL 029-224-2044 FAX 029-225-4524
ホームページ http:〃w― .mlo3-h ibk ed jp/

事務局専用メールア ドレス aolkal@mito3 h.ibk ed jp

●校歌の CD・ 同窓会あおい会 「会員名簿」のご注文及び
名簿内容の変更依頼 (住所やクラス幹事等)は、必ず FAX
又はメールで事務局までご連絡下さい。

校内事務局員の先生方
栗田 (照沼)誉子…英語科 岡本 (冨 田)庸子…音楽科

深澤 (深澤)昌美…家政科
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時
付
会
会

場
親

日
受
総
懇
会

新
会
員
２
９
１
名

28年度卒業生の進路内訳

国公立大学

私 立 大 学 165

短 期 大 学

専門学校等

就   職 6

進学 就職準備

M K 6 5 4 3 2 1 組

（平
成
２９
年
３
月
卒
業
）

同
窓
会
あ
お
い
会

ク
ラ
ス
幹
事

小
松
崎
風
歌

鈴
木
南
菜
子

大
和
田
あ
か
り

船
越
　
美
玖

城
戸
　
綾
佳

河
野
　
遥
南

伊
藤
　
　
晶

岩
佐
　
千
秋

氏
●
一
名

宮
永
さ

つ
き

中
島
日
和
理

根
崎
　
史
歩

久
光
　
　
瞳

三
浦
　
祐
希

森
　
亜
山
美

羽
石
　
睦
美

永
山
　
愛
莉

氏
■

●
名


